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当会と公立大学法人大阪 大阪公立大学は、『食・農・環境』をキーワードに、地域社会に

おける学術・研究・人材育成等の分野において、人的・知的資源の交流・活性化の促進を目

的に産学官連携基本協定を締結しております。 

本協定に基づき、当会は「産学連携研究支援事業」として大阪公立大学の在籍教員が行う

研究に対し、研究費の支援をしております。 

今般、産学連携協議会において、以下の２つの研究に対する支援を決定いたしました。 

引き続き、研究への連携強化や研究成果に関する情報発信等に取り組み、大阪都市農業の

さらなる発展及び豊かな地域社会の実現を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪公立大学との産学連携研究支援事業 

支援対象研究決定！ 

 



 

 

＜支援対象研究＞ 
 

研究者名 甲斐 建次 

所属・役職 大阪公立大学 農学研究科 准教授  

研究テーマ 

病原力スイッチの撹乱によるナス青枯病の予防・治療法の

開発 

（内容） 
本研究は、ナス科植物に急激な萎凋・枯死を引き起こす青枯病の予

防・治療法の開発を目指し、青枯病菌クオラムセンシング阻害剤につ

いて研究するものです。 

支援開始時期 令和３年度 
 
 

研究者名 松村 篤 

所属・役職 大阪公立大学 農学研究科 講師 

研究テーマ 

化学肥料の代替利用に向けた大豆ホエイの利用技術開発 

（内容） 
本研究は、これまで農業資材として未利用であった大豆ホエイを地

域における循環可能な有機物資源として捉え、大豆ホエイの肥料代替

効果に関する基礎的知見の集積を目指すものです。 

支援開始時期 令和４年度 

 


